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連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

 当社取締役会は、2021年１月 14日付にて、2021年４月１日（予定）を効力発生日として、当社を存続会社、

当社の連結子会社であるスプレッドシステムズ株式会社（以下「スプレッドシステムズ」）を消滅会社とする

吸収合併を行うこと（以下「本合併」）を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、

本合併は 100％子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項・内容を一部省略しております。 

 
記 

 

 

１．合併の目的 

スプレッドシステムズの特徴であるアプリ開発技術および SES事業を当社の技術・サービスラインアップと

融合し、一体的かつ効率的にお客様に提供することを目的として、吸収合併することといたしました。 

 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

取締役会決議日    2021年１月 14日 

契約締結日      2021年１月 14日 

実施日（効力発生日） 2021年４月１日（予定） 

※本合併は、当社においては会社法第 796 条第２項に定める簡易合併であり、スプレッドシステムズにおい

ては会社法第 784条第１項に定める略式合併であるため、いずれも合併契約に関する株主総会の承認を得るこ

となく行うものです。 

 

（２）合併方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、スプレッドシステムズは解散いたします。 

 

（３）合併に係る割当ての内容 

当社は、スプレッドシステムズの発行済株式のすべてを所有しているため、本合併に際して、株式その他の

金銭等の交付および割当ては行いません。 

 

（４）合併に伴う新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い  

該当事項はありません。 

 



 

 

３．合併の当事会社の概要 

 存続会社（2020年 9月 30日現在） 消滅会社（2020年 12月 31日現在） 

（１）名称 株式会社インフォネット スプレッドシステムズ株式会社 

（２）所在地 東京都千代田区大手町１－５－１大

手町ファーストスクエアウエストタ

ワー２F 

東京都千代田区大手町１－５－１大

手町ファーストスクエアウエストタ

ワー２F 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 岸本 誠 代表取締役 藤本 太一 

（４）事業内容 WEBサイト構築 CMSサイト構築 

システム開発 クラウドサービス ASP

サービス 

広告デザイン・印刷 映像制作 

ウェブサイトのシステムの企画、開

発、設計、運営及び管理 

iPhone/iPad/Android アプリケー

ションの企画、開発、設計、運営及

び管理 IoT/デジタルサイネージ分野

のシステムの企画、開発、設計、運

営及び管理 インターネットを利用し

た各種情報提供サービス業務 プロ

モーションサイト企画、構築、運用 

EC サイトの構築、運営 CMS の構

築、カスタマイズ 

（５）資本金 265,476千円 10,000千円 

（６）設立年月日 2002年 10月 15日 2013 年 1 月 23 日 

（７）発行済株式数 1,951,475株 1,000株 

（８）決算期 ３月 31日 12月 31日 

（９）大株主及び持株比率 株式会社フォーカス    44.64% 

細羽 強         4.67% 

株式会社パスファインダー 3.94%  

株式会社インフォネット  100% 

（１０）直前事業年度の財政状況および経営成績 

決算期 2020年３月期 2019年 12月期 

純資産 824,049千円 5,833千円 

総資産 1,044,648千円 24,975千円 

1株当たり純資産 427円 52銭 5,833円 75銭 

売上高 766,396千円 54,185千円 

営業利益 11,030千円 1,176千円 

経常利益 6,633千円 1,172千円 

当期純利益 479千円 1,102千円- 

1株当たり当期純利益 0円 26銭 1,102円 43銭 

 

４．合併後の状況 

本合併による当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金および決算期に変更はありませ

ん。 

 

５．今後の見通し 

本合併は、当社の連結子会社との合併であるため、当社連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

以上 


